
77002フーレップ

１９８６年 １次サイクル基礎集団 出穂期、耐病性、草勢について調査、選抜
(18品種・系統　4,366個体)

１９９１年 栄養系評価 採種性の評価
（４９栄養系）

１９９４年 多交配（４０栄養系）

１９９６年 ２次サイクル基礎集団 多交配 混播適性、耐病性、出穂期の調査、選抜
（９母系３，４９８個体） 後代検定(9系統)

１９９８年 栄養系評価 出穂期、耐病性、採種性について調査、選抜
（７母系８１個体）

２０００年 交配（第１代）
（５母系１６栄養系）

２００１年 交配（第２代） 生産力検定
「北見７号」

２００２年 系統適応性
２００４年 特性検定試験等
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表１　構成栄養系の由来
由来 由来品種・

栄養系数
栄養系No 系統名

4 Saratoga 4
7 Saratoga 2
15 アイカップ 4
25 アイカップ 3
36 北見5号 3

合計 16

表２－１　生育特性　(調査年次は平成１５，１６年､但し褐斑病罹病程度は平成１４～１６年)

品種名
出穂始1） 出穂１) 褐斑病 混播栽培3) 越冬性1） 耐寒性2) 採取量3）

程度 罹病程度1) 乾物収量 マメ科率
(月日) (1-9極多） (1-9甚） (kg/a) (%) (1-9極良） (kg/a)

フーレップ 6.5 3.4 2.5 146.7 45.2 6.0 中 1.84
アイカップ 6.5 3.3 3.2 135.9 48.6 5.4 中 1.71
 注 1)系統適応性検定試験。2)特性検定試験。3)育成場での特性検定。

表２－２　収量性　(平成15､16年の平均年合計乾物収量の｢ｱｲｶｯﾌﾟ｣比(%))
品種名 北見農試 天北農試 根釧農試 道立畜試 北農試 平均

フーレップ 104 114 100 111 110 108
アイカップ 76.3 88.8 82.0 79.0 68.2 78.9
 注 「アイカップ」は実数(kg/a)

表３ 　品質特性 (１番草、調査年次は平成15､16年）

品種名
粗蛋白質 ADF NDF 推定TDN 

（％） （％） （％） （％）
フーレップ 12.4 33.3 61.4 65.1
アイカップ 12.2 33.4 61.6 65.3
注) ADF：酸性デタージェント繊維、NDF：中性デタージェント繊維、TDN：可消化養分総量
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